




































































































































































































































































































率が 高 かった（順に，Q芋＝６．５０，p <．０５；１１．１４， 

























男 児 M =１９．０，SD =５．０５；年 中 女 児 M =１３．７， 






























































































































































































































































































Wimmer, H., & Perner, J. (１９８３). Beliefs about 
beliefs：Representation and constraining  
function of wrong beliefs in young children’s 
understanding of deception. Cognition, １３，１０３‐
１２８．
山形大学附属幼稚園　（２００９）．自然とかかわりながら
活動を生みだす子を育む～驚き・発見の感動から～ 
（研究紀要）　Pp．３１‐３２．
山形大学附属幼稚園　（２０１１）．自然とかかわりながら
活動を生みだす子を育む～育ちを見通した援助から～ 
（研究紀要）　Pp．１２‐２４．
山下久美・首藤敏元　（２００５）．幼稚園・保育園の動物
飼育状況と飼育体験効果に関する研究展望：子ども
のムシとの関わりに関する研究に注目して　埼玉大
学教育学部附属教育実践総合センター紀要， ４ ，
１７７‐１８８．
山下久美・首藤敏元　（２００９）．幼稚園・保育園での虫
飼育実践の提案　埼玉大学教育学部附属教育実践総
合センター紀要， ８ ，１５９‐１６８．
付　記
　本研究の一部は財団法人教友会の研究助成（平成２２
年度）を受けて行われました。また，調査の実施にあ
たり，渡邊千華さん（平成２２年度卒業生）にご協力い
ただきました。ありがとうございました。
付　録
事例１　＜年少　春　ダンゴムシの遊び＞
　ダンゴムシに夢中なＡ子。さまざまな場所でダンゴ
ムシを見つけてきては飼育ケースへ入れ，園庭を駆け
回っていた。「先生外　見てみて。捕まえてきたよ外」
と大きなダンゴムシを見せてきた。興奮気味のＡ子。
「ダンゴムシ描きたい外」と言うので，紙を数枚渡
す。すると，近くにいた子ども達もよってきて，一緒
に描き始める。「もっともっと外」と言いながらしばら
くお絵かきが続いた。その後それをはさみで切り，
「ダンゴムシ外　ダンゴムシ外」と言いながらダンゴ
ムシごっこが始まった。すっぽり入れる場を作ってあ
げると，そこがお家になり，お散歩に出かけたり，か
くれんぼをしたりと数人でダンゴムシごっこが始まっ
た。
事例２　＜年中　春　ダンゴムシの飼育＞
　花壇での種まきをしている時，土を掘り続けている
とダンゴムシがたくさん出てきた。Ｂ児は，ダンゴム
シを大切そうに手に取り「これはメスだよ」という。
見分け方を知っているのだろうかと思い，保育者「ど
４２ 藤岡・片山・阿部・那須・木村：幼稚園における動物飼育経験と動物に対する認識の関連
うしてメスって分かるの？」と尋ねると，「黄色い点々
があるんだよ」と教えてくれた。その後，Ｂ児はダン
ゴムシを飼育ケースに入れ，保育者と一緒にダンゴム
シが住みやすそうな家を作った。子ども達との会話の
中で，ダンゴムシについての知識を絵本などでたくさ
ん得ていることが分かった。友達にも「この砂じゃだ
めだよ。そういう砂には住まないよ」などと教えてい
る。実際に土を触り探し当てている経験を通して，事
実と知識とが結びついていることが分かった。
事例３　＜年長　春　カメを調べる＞
　毎朝「カメに餌あげてもいい？」と聞いてくるＥ子。
カメの動きや様子をよく観察していることが多い。Ｆ
子もカメに名前をつけようと，黒板に思いついた名前
を次々と書いている。Ｇ児とＨ児は「このカメ何てい
うカメなんだろう？」と疑問を持った。図鑑を見て「こ
れかな？」「これと似ているね」その様子に他の数名の
子どもが集まってくる。その日は読み聞かせでカメの
絵本を取り上げた。最後にいろいろなカメの絵が描い
てあり，子ども達はカメにもいろいろな種類があるこ
とが分かったようだ。翌日，カメの種類にも興味を
持ったらしいＥ子が「耳のところが赤いから，これだ
よ」と，他の子どもに確認を求めながら，みんなで飼
育ケースに頭を突っ込み凝視している。「やっぱり耳
が赤いよ外」「これだよね，ミシシッピーアカガメ」。
その後，カメの看板を作りたいと言いだし，カメをよ
く観察しながら絵を描き始めた。
事例４　＜年中　夏　カメの世話＞
　年長組のカメは毎朝，飼育箱から広い水場へ放され
ていた。そのカメの泳ぐ様子を年中児達がじっと眺め
ていたことから，年中のカメも同じように水場に放す
ことになった。部屋の飼育箱の中にいるときにはあま
りカメに目を向けなかった子ども達も自ら「カメドン
を連れて行かなきゃ」と意識したり，カメの餌にする
ためにミミズを探したりするようになった。
　
事例５　＜年長　夏　チョウ＞
　アゲハの幼虫の飼育。日々，子ども達は変態の様子
を興味深く観察し，図鑑と見比べたり，他のクラスの
幼虫と比較したりしていた。蛹からチョウに変化した
とき，チョウをどうするか保育者が子ども達に尋ねる
と，Ｉ児やＪ児は「逃がしてあげよう」と言うが，
チョウになったのを最初に見つけたＫ児は「イヤだ」
と言う。Ｊ児が「何を食べるかわかるの？」と聞くと，
Ｋ児は「知らない」と小さな声で答え，逃がしてあげ
る気持ちになってきたようであった。
４３山形大学　教職・教育実践研究　７，３３～４３ ，２０１２
